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そうじよ う 

むかし、 インドに、 タ ー コ— ル 僧正 と いうえら いお 

ぼう びょうき おに 

坊 さまが いました。 むずかしい 病気 をな おしたり 鬼 を 

おいはらったり、 ときには、 死人 をよ みがえ らしたり 

する ほど、 ふしぎな 力 を そなえて いられる という 評 

ばんでした。 そしてた いへん 慈悲 深くて、 なんでも 

びんぼう でし わか 

貧乏な 人た ちに めぐんで やり、 自分 は、 弟子の 若い お 

ぼう じゅ 

坊さんと 二人き りで、 大きな、 ぼだい 樹の そばの 小さ 

な 家に、 つつまし く暮 していました。 

そうじょう にわ じゅ 

その タ ーコー ル 僧正 が、 ある 日、 庭の ぼだい 樹 のこ 



かげの ベンチに 腰をおろして、 休んで いますと、 みす 

ぼらし いなり をした、 年と つた 男が たずねて きました _ 

かな そうじょう さま いの 

悲しそう な おどおどした ようすで、 僧正 様に お祈り 

をして いただき たいと 申 すんで す。 

いの しごと 

「お祈り はわた しの 仕事 だ。 して あげましょう」 と 

そうじょう こた 

タ ーコー ル 僧正 は 答えました。 

か お 

男 はしば らく もじもじして いました が、 顔 を ふせて 

いました。 

「お礼のお 金 を もってお りません が、 ただで お祈り を 

してく ださいましょう か」 

「お祈り はわた しの 仕事 だ。 お金がなくて もして あげ 



せいかつ おもしろ 

そういう 生活 は 時が たつに つれて、 はじめ ほど 面白い 

もので はなくな つてき ました。 天気 は 毎日 晴れる もの 

ではありません し、 お金 はいつ ももら える と はき まり 

ません。 それに 方々 の 土地 も 見つ くして しまいました _ 

だんだん 年 もとって きました。 人形 もこ われ かけ まし 

こきょう かえ ひゃくしょう むすこ 

た。 いっそ 故郷へ 帰って、 そこで 百姓 をして る 息子 

のこ しょう おく 

のと ころで、 残った 生が い を 送ろう、 とそう 二人 は 

そうだん 

相談し ました。 

と ち ぼう 

ちょうど そのと き、 この 土地にたい へんえ らい 坊さ 

き 

まが いられる という こと を 聞いて、 二人 は、 今まで 自 

やしな ぼう 

分た ち を 養って くれた 人形の ため、 その 坊 さまに お 



そうじょう いの 

を、 タ —コー ル 僧正 さまのお 祈りで 生き あがった こ 

の 人形 を、 さいごに 一度 だけ、 みな 様に お 目に かける 

ことにいた しました …… 」 

それ は、 いつも 人 を 呼び あつめる こっけいな 道化た 

あいさつと は、 まるっきり ちがった 調子 でした。 

見物人た ち はへんな 気がしました。 そして、 コスモが 

人形 を そこへ もちだし たの を 見ます と、 ふしぎでした _ 

古い はげ かかった 人形の 顔が、 なるほど、 いきいきと 

していて、 笑って るよう です …… 。 

おど 

その 人形の 踊りが、 またす ばらしい ものでした。 年 

とった やせた コスモの 手で あやつられ てると は、 どう 
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